
 

２０１７－１８年度 地区方針 「今日からのロータリーを楽しもう！」 

 
本 日 第２２８７回 ２０１８年４月２０日（金）  No.２１７２ 

 
前 回 第２２８６回 ２０１８年４月１３日（金） 記   録 

〇斉 唱：「若葉」 

〇来訪者：瀬戸北ロータリークラブ 若杉 福雄君           

〇出席者：会員 20 名中 18 名出席 出席率 90.00％ 

前々回補正出席率 3 月 30 日 95.00％ 

 会長あいさつ 西尾 輝久 

最近よく高齢者の認知能力の
低下による高速道路への誤侵
入、いわゆる逆走行、逆侵入、
又、ブレーキとアクセルの踏
み間違いの事故も多くなって
きて、マスコミで取り上げら
れており、高齢者が多いと思

っておられるでしょうが、誤侵入は実は若年層が多
いそうです。最も多いのは 20 代、ついで 70 代、60
代、10 代ときて最後は 30 代だそうです。そしてそ
の半数は歩行者、原付バイクが 3 割、自転車役 2 割
を占めるそうです。なぜ若者なのかというと、スマ
ートフォン用の道案内ソフト（ナビアプリ）が誤誘
導したケースが多いそうで、国土交通省は業者に改
善を求めたようです。さてそこで、高齢者の自動車
事故に関してでありますが、これに合わせて 29 年
3 月 12 日に改正道路交通法が施行されました。こ
の法律は 75 才以上の高齢者は免許更新時や交通違
反を行った際に臨時認知症機能検査を行い、認知症
のおそれあり（第一分類）となった場合には、認知
症専門医による検査を受けるかまたは主治医の診
断者が求められるようになりました。そして、認知
症と診断されたら公安委員会の判断で免許の取消

しなどの対象となるようです。これまでは更新時の
検査で「認知症のおそれあり」でも免許証は交付さ
れ、更新前後に違反行為を行った場合のみ専門医の
検査が義務づけられていましたが、免許取消は
2015 年では 163 万人のうち 1427 人のみでした。
その改正法では「認知症のおそれあり」と判定され
た全部が医師の診断を受けなければならないので、
2015 年で考えれば約 10 倍の 15,000 人が免許取消
になると予想されます。これまで認知症診断に深く
関わってこなかった主治医（かかりつけ医）にも診
断の依頼が来る可能性が高まっていて、大変懸念の
声が上がっていましたが、現実ではどうなのでしょ
うか？それから 7 ヶ月経った様子を調べてみます
と、免許の自主返納は増えているそうですが、やめ
ない高齢者が多くて、家族が悩むケースが後を絶た
ないそうです。例えば本人は軽いアルツハイマー型
認知症と診断されたが本人が認識していなくて模
擬運転による検査結果が出ても装置が難しかった
だけ、又、私より年を取った人や運転が下手な人も
運転していると言って、年齢と共に自分の運転を客
観視できなくなる傾向もあるようです。自分の運転
に自信を持っていると答えたドライバーの割合は、
高齢者では年数が上がると共に上昇することが分
かりました。80 才以上は 72％が自信を持っていた
と危険への感覚が鈍くなっているようです。納得し
てもらうには検査の結果など具体的なデーターが
必要だと言われています。又、家族の理解も必要で、
検査に家族が立合って患者がもう運転を続けられ
る段階ではないと分かってもらう事が1番大事であ
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」 



り、医師からも本人に環境面を変えるように助言す
ることも大切のようです。そして対策でありますが、
医師会の学会などでは免許取消は医学的な認知症
の診断に基づくのではなく、実車等により運転技能
を判断する必要があること、運転中止後の生活の保
証をすること、自主返納を促進する必要などがあり、
さらに研究を進めいていく必要があると、又、警察
庁はほかにも有識者で構成する会議を設けて高齢
者が運転できる地域や時間帯、車種を絞った限定免
許の導入やより詳しく視野検査ができる機器の導
入なども検討するとしています。私が思うに、夜は
運転しない、最高時速は 40km しか出ない小型の車、
高速道路には入らない、自動運転の出来る車、そし
て反対にクラッチ付きのマニュアル車等を考える
べきだと思います。私も段々高齢になりますので、
これらの事を認知症になる前に考えなければいけ
ないと思っています。 

本日の会合：第 5 回現・次期クラブ協議会 於尾張
旭市商工会館内 第一会議室 13：40～ 

次回の会合：4/13（金）第 3 回戦略委員会 於尾張
旭市商工会館内 第一会議室 13：40～  

ニコボックス 
〇御世話に成ります。本日は宜しくお願い致します。 

    瀬戸北 RC 若杉 福雄君 
〇春日よりになってきました。今日は飯田先生のお 
 話楽しみにしています。     西尾 輝久君 
〇飯田先生の卓話を楽しみにしています。 

 菊田 利昭君 
〇結婚記念日を祝っていただき。  飯田 幸雄君 
〇妻の誕生日を祝っていただき。  岡本 和士君 
〇本日卓話で皆様のお耳をけがしますので、よろし

く。              飯田 幸雄君 
〇飯田先生の長年培われたロータリー観、卓話とし

て聞かせて頂ける事、楽しみにしています。 
   江尻  豪君、加藤 清久君、金森 俊輔君 
   舟橋 龍秀君、箕輪 良孝君、森井 晴生君 
〇福ちゃん、ようこそおいで下さいました。歓迎い

たします。           古橋エツ子君 
〇若杉福雄さん、よくいらっしゃいました。お久し

ぶりです。お元気でなによりです。加藤 清久君 
〇瀬戸北ロータリークラブ、若杉さん。ようこそ。 
          金森 俊輔君、桜井 雅博君 
〇加藤清久さんにお花を届けていただき。 

 飯田 幸雄君 

第5回現・次期クラブ協議会 
日時：2018 年 4 月 13 日（金） 
場所：尾張旭市商工会館内 第一会議室 13：40～ 
演題：１）各委員会事業報告 
     ・各委員長から事業報告がなされた。 
 
   ２）その他の件 
     ・次年度の委員会事業計画を検討。 

「ロータリーと私」 

     飯田 幸雄 

私は、昭和７年（1932
年）生まれですので、今年
誕生日が来ますと、満８６
歳になります。先ず、昔話
から、本日の卓話を進めて

いき行きたいと思います。振り返ってみますと、
１９７０年（昭和４５年）１２月１日を期して東

春日井郡旭町が尾張旭市になることが決定した頃
から、創立 1959 年（昭和 34 年）創立の瀬戸ロー
タリークラブでは、クラブ創立 10 周年の記念事業
として、尾張旭市に新クラブを創立しよういう機
運が高まってきました。そこで、瀬戸ロータリー
クラブがスポンサーとなり、二宮恵一先生を特別
代表に、加藤政良さんをガバナースエイドに任命
し、尾張旭ロータリークラブ創立に向けての動き
がスタートしました。そして、瀬戸ロータリーク
ラブから移籍決定の 6 名がキーメンバーとなり、
旭町より新しくメンババーとなることを承諾され
た 18 名が加わり、24 名が、スポンサークラブ、
特別代表、ガバナースエイドからの指導を受け、
また協議を重ねながら、新クラブ設立に向けての
準備がなされました、 

そして、１９７１年（昭和 46 年）1 月 22 日に創
立総会が瀬戸商工会議所にて開催され、初代会長に
鈴木栄一さんを選出し、仮クラブとして会員数 24
名で発足、1971 年 2 月 11 日にＲＩ加盟が承認さ
れ、仮クラブが本クラブになりました。 

引き続いて、まもなく、私は３月３日に入会させ
ていただきました。在籍 47 年になります。同日に
入会されたのが、奥谷博俊パストガバナー、出分龍
三さん、加藤勇夫さんでした。少し遅れて 3 月 8 日
に壷井耕輔先生が入会されております。 

その後、会員増強により、会員総数 34 名になり、
6 月 20 日にホテルナゴヤキャッスルにて、伊藤次
郎左エ門ガバナーはじめ特別出席者およびご来賓
各位ほか約８３０名の参加者を得て、認証状伝達式
が盛大に挙行されました。 

私が入会した頃は、夫々のクラブの自主性を重ん
ずる風潮が強く、RI会長のテーマも独創性があり、
ガバナー訪問で、RI 会長の意図されているところ
の解説を聞くのが楽しみでした。最近では RI の中
央集権的な傾向が強く、ガバナーエレクトがアナハ
イム、最近では、  サンジエゴへ１週間から 10 日
間ぐらい缶詰教育勉強をしてこられて、開口一番言
われることは、「会員増強」と「ロータリー財団への
寄付」であり、何ら改善されることなく、失望して
いるのが現状です。 

私のロータリーについての理解を深め、ロータリ
ー歴を支えてきたのは、 
1. 神守源一郎 著「ロータリーでいう職業奉仕」

1973 年（昭和 48 年）12 月 28 日発行 
2. 佐藤千寿 著「新編 ようこそロータリーへ」

1990 年（昭和 65 年）10 月 14 日発行 
その他の佐藤千寿さんの著書 

3. 井坂孝パストガバナーの語録。 
4. ハーバート・テーラー「４つのテスト」 

日 時：2018 年 4 月 15 日（日） 
場 所：ホテルナゴヤキャッスル 
出席者：西尾 輝久君、菊田 利昭君、井田 武憲君 
    岡本 和士君、加藤 清久君、金森 俊輔君 
    桜井 雅博君、仲澤 昌容君、舟橋 龍秀君 
    古橋 ｴﾂ子君、古橋 裕志君、松永 洋子君 
    箕輪 良孝君、森井 晴生君、山田 直樹君 
 
 
 

幹事報告 

卓話 

2018-19年度地区研修協議会 


